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インドの土着金融機関について
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I はじめに

II日発注目J;jの経済政策の一環として山ゑ融政策

は， 経済開花rr：ゲし引i及収・配分にきわめて，主要／（

；よi去を七〆ノてい心 r r-p Jと銀行itf:WI政次．公開di

i場f呆fl', rn 5%市jritt卒！長（'t'，そ（／ 1）也J)＇｛引Y,J統治！Ji.二｝：

I）『 七とし C自主w行にお宅¥IをH:tJl -)J 、）~を末、

工児 N弘f二1i'[Ji)li'.J に資金｛dJI，~，；； jるか‘／（η：＇.， し、

（土、 Eトf{i:r: rii'h tす世間企しと資企 Jど供給させ料法づきM

を図っていら ：ノトし司｜荷主MHiラ 出発長lH1、

f川島／）此！日IV,Jf系金融1樹JJJ, 協同組frfHh，生命保

険会引れど山手ll織的公融機関｛川ganiz川｛川川じial

agcnl'y) i二lよ中央銀行ハイtc融政策vJJ;t?f，~品、及ぶか，

組織的余融機間以外／）企融機Wl，～j／（，いん、 JI：岸l L 

1哉的金融1投収J, unorドat

土主i勾｛立防虫｜除｜立j1in 

呼ばれ v亡」、ζ〉も G'）には金融政策の影響がおよび鈎i

v、のが現状である。しヵ、るに開発注！二凶 本稿

ではインド ーでは，二の土居余融機関の役割が宅

その［klの［（，七六に大さな影J訟を及；まし ζヤ少といれ

れており， とくに：；討？におu、にそび）f!,t'g1Jf主総織

的余融機関iニ比べて大きいこどな竺かんラ 開発注

J j司び〕；；~融問題 tc／ヲ察ずる t\;j (;-, ジと［ 、l:ずt金融、
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件f 手II IJ、

機Wlのち捺を軽視するこ止はできなし、。

そこで本稿で;t, 2¥; iに， i：苛：J7:融機関とはL、

かhるも （｝）であふのかというlょを， こjしまでなさ

れてきた定義を中心lこ検討し， i：ずi'(i主融機i誌の

機能をllfjらかにする（ II）υ 第三に， J-:i't＇金融機関

山’::Ji態をと現在までわか，てL、る ＇J仁たに J 内、てキfH「

L, i：若公融機 l~·l の’iミ態を把.[i＼寸ること l乙すら

( Ill i。第：-i，二，組織的金融機関，1'. l ・ 1''i'-?tc:融機関 c'~

u .11日日系企汚祭 L, 組織的金融市助＼ジ） l: t'i' Jそ融機

J![j11)包摂の可能ヤi全 t~ ，Hする（IVl,, 

() i l ）七；r,・_: 1, :-.n ；；；，ば，j;l;¥fVI・" l、・， r, 1i. /, !i, '・ ' 

；・，品 ， I日， ii:I , ず iI, ii抗［持長ffJ1: :.iu幾IIJ4, JL ト／二。

』 •j I i1Jf, J-,. ，；＼.：（勺ノJ 0 iii. Mえ.｝；、人が全 ！， ¥'i .j )!,', ii ・' i, 

.I＇初！？次 i'自主i政伊it!Ye!, t / t I , 1. l, ・::・ ii'I以WI庁・ l, , ¥'ri I 

I • . 1・ i . ／.ハ九。 .Ji ill記長rr:J；；~川川中！内（ I 主’j';II} I J ,iHぬ

l!'J !7融制Li民｜以外 Lノ＇J '; : ; J rt i主；，，＇／、？， o I /r;i>fA!hl靴

[}, i, ・r .', /i. ' I t tっJ く1.. J i，と糸川， Hジ＇HI,,,・.h人、 h

H、，た史（I’・）JI、抗i'r；んjll!Jilil ；ご •i•/i. !;_・ .tノ； IL'1, : ／』 j、i，杓ト！‘

!,'! ' ＇.、JY，折、べJI!:tノ〉。

ll I:. 6 .fi＞.融機関山知説的H告白色

i：若金融機｜弘iは組織的金融機関以外の金融機関

すべての総称であるから， さらに，その各廿に－ ) 

いて経済的金融f向性格・機能を！if!らかにする必要

がある。これは， 土着金融機関が組織的金融機関

といかなる関係にあるかを明らかにするために点

必J要であるc

イL ドトこJよし、てい通常，（1) ！：：若金貸し業訂（i，ト

山•.enou行 money !tenc 
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enous banker）とがほ別されて考えられている。こ

山｜可者＇.＇＞［ ζ思lj介引在まで必ずしも適切になされ ζ

さたとはいえ以い L そこで，両者をし、かに区別すゆる

かについてのfir）；（！を行なうのであるが、 ます_I，；守

合融機W4としての共通な性格をみζおくと， 月t》

らもわいと銀iJ 山撤J) ／山、小JR.tiで＇Wtlllt.i:商JJ主

にああいは農民・労胸打ーに貸 l.j'、Jlh・L、ゐ。その

｜恥高利子不で貸し付け，法的に不正な条件を謀す

ふことよJ しばし Uである ιまf二、品業・ i治業なとを

兼業してャる，という”一般的特徴が挙げられよう。

つぎにl両者全L、かにI'<1JIJするれに J刊、て， ジャ

イン（LC Jain), カYレカノレ（（；， Karkal), クリシコ

！ン（＼＇_ Krishnan）のは併を松汁することに寸ーと》

ジャインは「インドの慣用では， ‘hanker’ 

(in<ligenous bani、erの：；在 it)と‘moneylender’（in-

<li,-'.enous money-lenderハ・筆者）との間山川浩lj!J,

市立的に逆転資本（workingcapital）の規模によ c)C 

Uり， 多額の資本をt》ていら moneyIむn<lerf'i 

Jffi常， hanker とll千ばれている。 どの｛立が‘多棋

し.，資本、であく〉υ）か。 Wrtt} L ・＞ 今答；－，，1＼；もるこ土は

でぎな，•＂_I (11)(/lて：， il》ankcrとし、う請は貸十l

，；，する三とに加えて， ft｛金を受け入j1,;'., 11ち fシ

ヂ ｛ (hunrli討）じト2〕を扱うか，あるいは， その帥j

)Jを行人一う その佐々の機能は銀行業のi民間tこ

属する叫 一個人，または，彩、会社（privatefirm）を

ぷ味するために用いられる。 ・－－}i, money-lenderー

という日d，貸付をするが， 通常は預金を受け入

れず， またフンディを扱わない個人・私会社に対

して用いる。j( Iけと述べてU、ゐ。

しかし，インド準備銀行（ReserveBank of India, 

以下， R.B. I.と称、すろ） fま『全インド畏業作用調

査』においてジャインの定義にほぼ従い，預金の

そ入れか，フ：ディの取扱いのどち r"，かを営めば，

t：着銀行業者であるとしたのであるが， 調査を実
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施する過程で，預金を受け入れても，土着銀行業

行でH／；＿いと判断せさらを特ない場合が生じ，厳

1併にジャインの定義に従うことができなかq た

日 4l,, >' －＼’ f L の定義に一氏して従い得なかった

用由は， l：持令融機関における預金業務の役割が

小店レためである0 ':Jまり，通常，土着金貸し業

高1よ預金業務は行なサておらず，行なうに Lても，

資金が過迫する年閣の一時期に預金を受け入れる

にすぎιしかも預余？？は親戚・友人iこすぎない。

土着銀行業者の場合は，預金業務はある程度なさ

れているが，額も少なし近代的た銀行の間金業

務と実質的に!14なっている。 したがって土着金融

機関にとって両金業務は，通常の業務でなく，不

可欠な業務内容を構成していない。かくて，積金

業務企］.~準iこして士行金貸し業者と土着銀行業者

とに分類する三とは不適切であったわけで点〉る。

力Yレカルは R.B. I.がジャインの定義に忠実に

従し‘flhか〆〉たのは， 定義そのもず〉が不備であっ

允かんであるとして， ぺぎのような定義をしてい

ふけ cJ/iJJr，「←i：宥銀行業ニ？？は， 彼んが預金!i::受

' j入れようと， そうでなかろうと，ヅ〉デfを扱

う桐人，または， 会社のことでありラそして土着

合貸し業者はワンディを扱わない個人， または，

会社ーであるJ（パ 5）。ジγインとの和違は預金業務

を十．普銀行業者と土着金貸し業者との区百IJの基準

からはずし， フンディの取扱いを基準にしたこと

であらυ その理由として，かれは f銀行業者・銀

行として，個人・会社が分頼されるための第一の

重要性は，信用創造である。J（注引と述べ，「土着

銀行（indigenousbank）の重要な機能は，借用（フ

ンデけを扱うことであり，そして預余の受入れは

藍要性からいえば，第二次的な機能である。」（注 7)

と述ノこている。つまり，カルカルの主張は， フン

デ「の取扱い，すなわち信用創造であれフンデ
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fを扱え：t 銀行主訂として分：mで主、 m企業防

止ラ本来的にも， ;il；行の本質的な機能亡、t.i ,: ,, 、か

ん， 士倍；正副！？ゑ｜引を銀行主者として jfぢ（－j』：， l,lキ

ーして汚慮、 J」：，必要tt以L、王い〕 ）， Iけて」，，＜＇.，，，

つ 5：二， ｝1 ，；シェー！:- tパ見解：士1J¥Ith ,:, I 'rn，日ト

ヒy-lenrler'::t Jill）；仁 hi jで企吃 iJ 入jI_ / ,: ・，、人全ι
りまし守 t，もに民JI:と職人と l二店LH¥L, てしー〈片fl

'/1¥ )) ご：r:tftしこ：LL、て司 ／〉、 J.t ？／~c7）小L:l] f・子JI;i'i:'.1ぷり

U＼ナことを認め t;', 'I 色 h日nker‘itt必に＂＂＇＇＇、ぐ

Tn:izぞと受け人れるfl討人， 士／＝.(J , .｝＇.~lv.lとあ，） , 

も；ニ｜布人と取，JIきし‘ ／［』人『 ：主fて；土、！幾；泊先：二／ト

l)J 子を 1~ I) i!'1 j こと ！＿，：＿＇ ,;,gふりゐ。 ‘indi氏亡Jl＜）け行 baniγ

ヒr’l士司 インド氏本と fンド人，BJ史 i,,li，－じど1orak)

i二主：J さjLくる前l 位以：し、ーに j；；統（t江沢H't

に？Jfい， ,J、j＇.「， 11(1与のrr: hぞ来訪を’「tJ l' I，《YL、

可とた：士、 必Hr乞口：IIJl .;j I: ド＇l:L -:_ i'it iプ'I:jちん

' ！レクマーIL,にJjいて L ,:, " ~ /J込 L, '7 ii c -J 

ン，11この二lミ＇Jt；こ〆 jL、ごit, I¥. B_ I. ジ， [-,,1_;cn,,;1',jh 

；二上 J Jて， -L{i:1三位し ＇fi者と i倍以ii :i'とれぞ全！〈

叫すく己主，ii；としてはう 不 I;} ；二，／二二，./J勺；ll.ii}j人

) L て L 、，~， /1・A1:t, -IJでf:({j;,/; ＇）寝転・，'.'if、，／）人＼

」：， .＇.：」、われている c いま， 手形割引の滋｛tをちえ

ると、 i荷主銀行U:, 手形金額から ~；l)1切れ Eでの手I]

f傾を：｛； しりji,、／こ待u，ひきかえに f)f＂；を 'rt，、lbl

ふれ flf;',1;1J,J¥vi代合＇ t, Jill’前、；l;:iJI) ,JI L‘－c 1. (, 

／’：,k，み｛

1！、 L 、／！＼.~（.＜ I/,','., , It iJ、 :irr1 rn:i,,, 二",1;1J,J If v；ん

th{ ,I lキえ i,,JL/J。 L fてん・ 》亡、 :i;1 . .u-r1土ギリ〉古（jI ( l 

ffi~t）：企終判 .j f，二王となり， ＇：＿，｝） 仁うなi位if主主 1Jfl

L'., 多数，｝）銀行組織企H.：と Lて， M初Jf.二吃tf 人~ l 

/: f(i_;i'c,}) (i,j桁ヵ、（／）主主 Ii'，しを－jゐ二と／シ11J1j主と／（

ふ向 。！！？ヤ：m0子iし ll'x'.1.J Iが小切jFーを ft与~ずれこ L て 18Hr 

，｝）！）］え；存 I.,., ?Jとj六c；んまさ ｝.t. ？｝らこ正々 、九、 i刊行山

内／it:i＇此七、と iうえ，－， ), L, l'W余賃料？とil'ff.Ll l ( ＇‘ゐ

]HJ ;fd;JH J' c' 'j 1 , Jt J(iiJiti !:: ( tラ ご（/l似糸口前？しI)f:iHI 'i( -

fJ i）、なら／；＇ 0 11百3よtHhvJ’豆i.;~t[Jiである総HVic:

,,-;:J J心1・1己資企 （J,ム也氏本と I作D1i1<'rづ vJ',i,'IJ (Iを，，｝，＇，）

，、く.） Iて＇｝C:iM ¥1.1 －で I0‘；：，1ソ、 1－・でわ IJ Ill> 1’：， I、－c4, 

4ら，，けでふゐ IJ lli, JJ亡fi/t ifとんどタト；＼i,'l王（i::k十九

F ；十イ：， ＇二山外部白合？を i時llてし乙 L、ふカ，.－，こ

i；れい,r，チ）jc!,•(f ;i;,(Jlζ；が；，J;;lιししご，JI叫ん役＇，！ ,'IJ！，：弘／ご！

三、；；： C _¥ ／，せγミ：v，；：み‘

な＇,J;tJf，－を構成寸 r, 、＇i陀一［以4にす） ,r,_・f.¥ ：，二iと仁；I心 , ＼：（こ， fJ［.；トケ》L、Ctよ， f/1ヲ，よ， 本来，；ffil

＇・＇、と述べて L、ふ 1I (J じま／て； liunrlismerchant 来r'!I /',J J ) {, ; ill " J J,'I:’乏山ためにrl¥ し、九.iiノる i11Ut111E,!;

（かれν＇J.;I品1たしたj也））,xcノノ I:[i;[J!i i・業ti:..t, 1 J上ソ t二llfい じ〆（，，り‘ if ,1;＂哀i)i,t，こより iおう行＇こが CJlfijゐりし／ご

れていノユ： ''(t Ii＞；よろiJtさFiL 1 iけ、 /; ':I l-"/ti；二長り が 3 二、 i見余ci!fVlキ・ i~HよJ/,: 11JJ1色tこずるのとi,I HI 

/l ¥ .'c j 1ζ〉1 / I f を「V~＇ 【／〉， j［くiミ山／ （＇） し11《＼／：，ハに rnt (cred ii in.,lrtll肘

d:1乙I）つン戸「／士 4乏： 2「f、jtるj t占〉

吃↓スi，ラ ジγfン、 力／しノljノし？ ケ ＇） :., ,. I ＞の！： Jhl,;i三｛じんl11Jii主どふ I）ラ ll記つiV) Hf1; fr -）再｝生＇d）るj

吉一＇.！2:貸し業官今どとすH!H一J業古に／－） I.‘、 ζゾ） ・,t長・比 ＇，＼，＇！］を果た仁

九平合リ｜！円した 二れらの定義全十点，；tL-c iニ岩会的世 :':: C，ジ γイン， ケリシゴナンラ カノレ力 .11,,u>;:t 

機［主！の｛p,:/ii.¥!(t01左足f1包をiリj1・，心込にすることノJ‘）山民j:I) l主・見解に－）いて怜討し、 あわせ亡土干：金融機IYil

r JがJであるが，その1'f(jに， 市：＼~J1HJ°o ，機能，＇：：＇＇ cf- の金融i'J'.J機能を日iFJI'，かにし tうり ジャイン，クリ

ff; （）役；l;tjに＇ Ji，、て整rinしてお：うの :> ' "f＇ ン， ケルカノレに＂）し、て Jtiwしてし、えゐこと

まず， 商業銀行山本民的行、機能iJ-. i,; }l}fjl]1i:，で」，t I t、 ｜：長Ji'貸し主計正七お銀行業者ーを［支出するw

「ユ
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銀行ぴ）本質的な土着銀行業ff：土，Lt: 11: －》 vしを！日i題iこしてL、る

二二である。（クリシュート〆：t r r ','I!こるが， -1：着銀行

主計 1!; hunclis-merchanl 1, llf i fit :・ i 3 I), 

フンディ lfx:f攻L、市どして，

ブンディを

被うことを述ぺていることから，［，,j…？はできると思う，）

この1え日ljO〕J，けilftフンディの刊r；としての機能，

十なjパ）f;i Jfl手段どしての機能ヵ、 I＼汚えぐ妥，Jlで ー｜：す’t$H行業？？の合融機IY.;Jとしての役

ヴ〉プ〆 i台し、う ii;-

l、）， h'J、i',,

す－/.( ＊）士〉、

)ii llt企倣うことから，士話会長し、荒行ト：呉t仁川

hi '.i J ）•を入 Alがll畏られており宅 m:r三民f告の創出

(j,,illv>fllli'!Jが行なえなし＼点で，］fri主flHi二と異な

:t lリ1，－.，うい（・J;;，る。信用F段をJ波うか汗泊、い.{i子融機1~·1刷機能

Tこだt,-、., ¥., 

，＇－！主要 II｝ルケ γ ーIi. C' V、J

ti＼用手段壬抑「I;I、人二／，、し，

あ／） .－） 。

iこ：， l用創造機能を？、：j: ＇て Iう2二 i人、か問題であ

イJ0 
士者銀行業者（フンデfをJ及う〉に J 川、て （：；捺る。

…｜つ清銀行業者の機能を中心にこれまでな以｜：，
受信業務とし℃のm~受人~Itず，するII:じn,

1てrtJ：寺資金貸し業ニf'j",されて会た定義を検討し，
グリ：， ,. . j.ン（：.thl f泌ih；＇氏本山 Jf('klf/仁川分

，
 

L
l
h
 

l
 

商業銀行の金融的機能のキ11避をlリj「〉か銀行業ず「。
き;j）めて:Jjリ！IN:主jしたも ωでふを構／~してお心す，

c::;; l表i土カノレカルlこ上ど） { > ににJ：：ける？村，r,
f(l｛託業務社説行. ' 

I＇守.,) yレカルの定義l二J;:

合、:rAHt'Wl,, , JIてり扱う業務の一覧 c.t>，ンη ／・J二、 i'1<.で；；t,.:・ ' : ：る L、i:・" ;j1.ζ， 本質1'1'Jに京市iごと J ，て，

て;JLtでi・ {; '.iit't t Y：・行と銀行の機能はHじであと，が、トJ：みた工しん、し、1,:,c件、刊されているο

J川、IL C ,5た上うに’Y'i'[N1にfi:}( t tdll泌ヵ；，lr,〆－：， • ' l 

第 1表

1余刷機限j
｜組織的金融＼＋ 税I:j"j{t;;貸

銀行＇f，中介隙間以行主＂(iiし業行

f(j余乏入 JI, I O I O I () I X 1) 

tt 付 iOIυ い i0 
;Y; Jテ ，てう 努， I O I x （ノ I X 

f/1~ ・ソレディ I n I x ri ! x 
v> ',i:1J •JI I ¥J Iハリ

I,. B. I. i日）羽に iハ IV 引 八山

よる手形再割引 lvi 〈 ι I u r. 

UH所〉 G. Karl惜し Unorganizedltfoney Jl,farfrt 

in India (Bombay, 1967), p. 9. 

（注） 1) カルカノレの原表では預金受入れは行なわ
れているよう表示されているが，不適切だと思わ
れろ。 （筆者〉

2) 金融仲介機関は大蔵省、是正券と他の長期金融
ぷ券を R.B. I.と売買し得る。

3) IとB.I.により承認＇＂れてし、石上 i"f銀行業
？？のJi/；｛，のみ。

StlH f土はたし、トニ呉れゐ,i,'i、じん＜＇.， ＇烈行 it 1, 

：として1,;nwJ,;',

機能Crわる信用意lj造を行な J yているとはL守、がた

L、りかくて、フンディという｛弓)lj子p之を扱っても，

1:i・mti1J迭を行なう機構が存在していないため，銀

:/i'O〕機能と H, ）.；，， 、にその機能を！黙にしてし、る。

べfん外i'il¥'tf;i；：に｛火｛｛してし、為。

能ド砂

ff( j子業務と ij＇，＼｛；－ してt仁:'-A l てレ~＇.， l／）てふ ＂：＇れ

I・杭：鉛行業ずf(}) f jイ，（；長f完占： r、

ノン ：j"{ J）＇，＇戸l引． 'iiHr :,. i 1一九

r （し＇）押lリ1，士，

行止して機能してし、ろ／；

7 二

'I.• 主た：f.,)) I l j ・ 

ι 亡し‘ど，，，

上fこi上，通常，，！）約，j.（「)I；、

It、

〆｝、3、（.~‘

’y ;' V) -.'A引である。

× 銀行の機

能を考察した際， 手形’hi］日｜代余は現金でI{〔j長払L、

/111されず当座預金として振特設定されおのであ d ) 

た。土着銀行業者の；場合は，預金業務が通常の業

振替設定されず

、山る。>1 fの発行は送金%':J'i'ト.,JJ,,¥ 

討をなしておらず，

現金で直接払い/:i＇，されら川 （，者、る。

したが J yて守

土着銀行
' -' 

ブンディ割引代金を 1・11二山貸出資金に使

一般的にfiHをし た場合，

主ti:t, 

その貸また，守九千－ ＇、
／•九i v 。

土着金融機関は，現実には，金融機関としての

農業・商業などの他の産業を兼業し

73 

役川とJUこ，

lヨ己の預金とし

ておき，振替決済で済ませることは不可能である。

付額を現実に現金で支払わずに，



Ⅲ　土着金融機関の実態
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飾 1関 アンディ（hundis)

シュロップツンディ
（おhroffhundis) 

ているのであり，本来，金融機関としてのみ把握

することは， 4 部のものを除いでできなし、。たと

えば，農村においては，専業的な金貸しのほかに．

Ji~ l：・山裕な農民（農業会HLl，位￥ffi付人・ nE料

1tf;.:~ tr；・（商業金貸L〕／（ I~ /J.止、rtrえも兼ねてしヨ

！：行銀行業脅に J 川、： L, iを（ .fi111;Ai,ど，が孔i

（＇）十；拘銀行業者ーを｜徐き，ほとんと， オ転7業fヒ悦んで

いる。銀行業？？の兼業においても，資本・常業が

分l燥されてし、Rい、のが通例であり， ¢：融機関とし

ての営業状況の把握は困難である。 この土着金融

リj.つi吃割が品：要ーな位慌を，1ilh口、く，：，J場介， 組織

的／1'1,111. l夜間との関係は， 命的i1t((J11記1JI f.~ おし、て希薄

l三.＼： ，）、 また中央銀行丹‘；~i:df. 統；Jjlj iることが悶

。
夕
、
，
レノザト／

 

A

一
L
 

’rL 
J
 

れ

J

；とjしでは， ｜：泣金融機関は， {it融機関として，

近代化され， 組織的金融機関との｜弘1係企ーイ掃緊街

にしてー組織的金融市場に包併されるこ止は不可

iii：心十りであろうか。この仁行な1/',j{J:-U，法のふどに、

I・ {,/(M1機関/Ji実態に， I 1，、 CJt'.1/,'. I‘ 金融機WIと

｜ ご lι 、μ る地｛，＇，：を iliY• ご ν ど｝点、 4 11)1らかに l{.-_ 

七六 tり、 資料的：liiJ.¥:',J/J‘，I.,.，）可 .tr.－＿，での内

'ii’につし、ても， 実態が上くわか〉ていiなL、現：（1:,

表町的把握にとどまることをお旅行わりすあの

(it l〕 L.C. Jain, Indignw11s nanking in India 

(London, 1929), pp. 1～2. 

（十 2) ブンディはイ二 I'! 11 : I ; ) ! ; ＿：・ある。 7γ

〉イ＇＝ i土第 1闘のような稀似ヰわる。 ロップブン

Y イii為替手形であり，二 ）） .・, ,, ' yパ J ヤニブンデ

・11 l 't｝求払い為替手形で，ムダノイフ ソ’ィ：土， zー

ザ J ス為持手形て‘ある。ムタライ〆 J デ什主今fl少数

の地域のほかあまり｛史われていなし、。ムノレタニフンデ

イは約＊子形であり， 90ll WI限のものが絞も利用され

ている。ムノレタニフンディが法的に流動資産lこ，i2t〕「》

れているほかは，主幹に商慣例と Lて片iL、られているに

寸ミf!;'. l、。
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.. 包囲’

ムノ，.Jrニユワンディ
(Mult削1ihumli対）

ダ h シャニ
(I】mshani) (Muddati) 

( ii'.¥ ) L. C. Jain, p. 3. 

C; I ・1 ) R. B. I., All India Rural< '1γ’，ht九’urvey,

Vol. 1, 1》t.I (Bomhay, 1957), p. 688. 

( ii: 5) G. Karl《I

in India (BomLay, 1967), pp. 5～f>. 

( II: 6) G. Karkal, p目 6.

( i 1・ 7) G. Karkal, p. 6. 

( 1 I 8 ) V. Krishnan, Indigenous Tfon!aηg in 

λ.＇0111!1 India (Bombay, 1959), p. fi. 

( (! 'l ) V. Krishnan, p. :,. 

( 1 I 10) V. Krishnan, p. 7. 

Cilll) II本銀行『外川市手前統;j[1ド械』（1965;1) t 

I) , J9(i0 ;f lリゲit, ,,I ',,i Jると，米114cw，，，鋭iiJ、＇！l!/UJ 

A..)9.2%，処IE[( p ／ト♂ン fJff交換 1•Ji 加出i銀行） 3.8%,

1Jしti,（市中銀行i要同j定） 6.8%であるn

(/IJ2) 令尚業鋭ij-J ! 196011'・ ，，〕11/(oR. B. I., Tn:nds 

よ l’ro，日目白訂 o(lfanking・ in fndia, I !11ring tli，’ )'t'ar 

／.＇めよい 17 ') 。

ITT ＋.着金融機関れよUN

H守金融機関は H から明~）かなように，土着金

貸し業者と土着銀行業者とに区別でき， その金融

的機能も呉たるのである。士務余貸し業者はHで

給付した二とから明らかなごとく， 111なる余貸し

に－f・ ViιL 、c Lたがって，金融機関としての役割

はすそ融政策どの関連から， 士清銀行業者ほど重要

ではない。しかし， 開発途上国の場合，土着金貸

し業者の役割もきわめて大きい。そこで以下に，

(1）土着金融機関数じ農家の土着金融機関の利用

状況，利子率の実状について調べ，（2）土着金貸し業

許ど，（3）上若銀行業者の営業内容について調べる。

(1）；：ず，統，i十Jこ表われた士示金融機関数はどの
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れている。農家の土着金融機関からの年平均借入

制の割合は， 1951～52年に 92.7%であり， 1961～

6三句ーには，民1.3')1，とし、すこれも非常に高い割合を示

lてU、.!J0 第 5表は他の開発途 1－：.同との比較であ

らけ第4・5表から， インドだけでたく開発途上

¥k¥'1 l：者余融機関の役割がきわめて大きレこ土が

位か。第2表（1951年〉と，第 3表（1961年〉はセ

ンサスから，金融・銀行業に従事している人数を示

したものである。第 2表は二！：者金融機関が分離さ

れて九ミされてし、tn、が， 力／レカルによjti.f, I’i’戸J

主fi・ (indepe・nde‘ntworker）が， 上半7合融機！日H,:111 

勺－Jる止 し、う。 Elら1"t'-1上有llrt'i伝IIと段村－ifll＇.全 ｛；－－,j J p-

ふと， 1：：万997人であるが， I!-l/i 1 {jーには，：tlJHf,H:l 

人とほぼ：1分の lに減じているのそれにひきかえ，

近代的銀行に従事している人数l.t' 1 ;j万4601人か

ら， 15万6!-155人に上外している。 七着金融機関が

l士ンサスυ）卜かじ：t, /r,&,1,，傾向1－：＿あわ三！：： (l確か

である。
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第 3表（1961年）

一 ｜一金苦し業一｜銀fr業主他
I ＜土着的） I 'b金融業

｜総数岡市部｜総数岡市部

北部地 l又 I5,0341 1,7271 19,202¥17,651 
中央 地区 I1,0明I4,716. 19,586¥17,8,14 
東 部地 区 I5,15訓3,98創 19,864¥17, 954 
西 部地 区 I5,44訓3,78引 39,32刻36,123

南部地反 ;15,7邸 10,9211 50,324139,852 
ユニオン・テリトリー 1 2焔日 21引 8,65'i円8,430
全 イン ド 38,683i25, 35叫156,95引127,9必

〔出所） G. Karkal, p. 43より再引用。

Government of India, Cmsus of I河dia(1951, 

1961）より。

つぎに，農家の各金融機関の利用状況に占める

非織組的（！：－ft)令融機関の役’剖は第4炎にノJ三さ

わか石川

第4表農家の各金融機関からの平均借入傾と

その構成割合

11) 1951! j3) 1961¥ 
l～52年；2)19511～62年！の1961
1農家あ l～52年l農家あ｜～62作・

1た 同 岬 た り
均併入l成割合｜均借入｜成剖fr
額｜額｜

I JCルビ－ )I （%）｜（ノレピーJI いJけ）
イな細lI政 府 I6.9 I 3.3 I 5.3 ! 2.li 
倒 ！ 排 ｜ 協 同 組 ｛tI 6.5 I 3.1 I 31.9 I 15.5 
機問（商業銀行 I2.0 I o.9 I 1.2 1 o目β
問i'rJI ー ← 一一一一寸一丁一｜一 寸『
！小，ii- I 15.4 [ 7.3 I抵 4I 18.7 

｜制球・知人 I 29.8! 14.2! rn.11 s.s 
J: I地主〔I)I 3.21 1.51 1.21 0.β 
谷 ！ ； 農 業 金 貸 し Is2.11 24.91 n.9; 36.o 
iz I専業的金貸し／ 94.0 44.81 27 .o: ];¥, 2 
刷、 Hli人と代珂： 18I 11.5 5.51 18. ti 日.s
偽｜その他 I ;1. 5; 1. 81 28. 6 1,1. 9 
限II －－－－－一 l ト！
i ;J、，ii・ C 194.ll 92.71166.9 81.:l 

I ・1 . I 
:,- ,11- I 2仰 .5;100.0, 205.:ll l川 .o

(1; 小作人に対してのみ。

(/1¥Tfr) R. B. I., ReJ•ort of the All India Rural 
Credit Rn•i1引’ （ 'om mitt，γ （Rornl副y,1969), pp. 

15, l()(i. 

このように土着金融機関の比重が非常に大きけ

れば，農村において高利子率がいきわたっている

ことが予想され，また， そのような事実は存在し

ている。すなわち，①インドの州における法定限

度以ヒの利子率での借入額が80%をこえている川

は 5,J十｜もあり，約65%である州が 2州もある。（1951

～52年の調査）（件 I）②カルカルによると，農村に多

い元本も利子も実物で行なわれる実物貸付（kind

loan）のうち最も多いのは，利子額が元本の 3分

の lに上るというものであり，農村とは限らない

7ラ
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第 5表農家，.！）！・件入先別借入恨の割介（%）

{ :..1台湾；，：，t1JE11フィリ叶 7イ 5) 

金融機関 lド川 z) I 3) Iン 4) l 
一 一一｜一［ 「…咋一Jtキ説激［山寸斤ff：数
λ.JI'ねl織I:'.J fに独機関吋I.:l84.3'73.:l44.9:89.49今t.5J92.1

_1: t~向一｛｜
(,'I:) l! , 1, A: :JI司illt,il的金隠H是l~I ：親lドi • '.<:11人，
地 l:, i;';'I(金fj:I. ,1，，業的すf、；'fI，尚人・ 1'・.l引＇，＇，

そ内他

B ：組織｜下J<r:融機問： if~U/'.f，協li/J釧 （；－， j向業飢ii 
仙 1片付l～62年r,:J,!>:ii'( 第2ぷ上り

2) L、九 糖政・ If1:':i・米谷・推11詰商・）！？に？二行・
;,", I市・共他公l，］・ Dli:行サfl、人/j文放v斤・その他
B目合的銀行・土地銀行・昨j業制行.J；＼行・ （＇，i'I 
~成政行！？ネI:
位） 1川，H (;Jj I :I～12J] :=ll 11 ・・ ,1ffl；ヴ！“じJこ＇I＇，＇.入
似の；l;-1J（干

( 'i¥J ?i) 千1::n:ri政J(ft：＇宇Hf1編rJJr門業J,Vtご，；l/;j1,'・出

業金融＂l,',I，＂，軒.J.?ii＇；一： (J950年fI＇ドゴ～； l,}2 / .I: IJ o 

:i) LA. j有人・ふrt し業者・淡1 （・~＇.＼l,J,1,U』上ぴ

Jjl人・拠
B：肢に｜川，；J,t,IL介・ i山の金同l:'tlVJ・JIなl(.f
’：！！ 1川 1:1の借人＼Ii/•',1i1J ;';-

(,'l¥1ifi) Re日間rchDeveloi川 1entNati"n日l九日ri，・：ul-

tural ( '.o-operative l「山leralion, Hur,tl ( 'r,・dil 

九・uru,' ¥ 111 Kon'<t『 Ii.，、]J.16:0、T:ihle J. 

,1) 11 ¥ Y'Uil・ if£ L業者・ Ii米市j・f"，う1:'ii• 
小必il干i人・ j也i：・削減・知人・その(Ii!

n: Jl是l必飢餓・プ fリL：＂シPH4MIHI ・ゾ fリ！イ〆

，，ふ'iil,1i' • g主十Jii' i J ・そ（／J (11.:11 i J・；I: f'/ l倹伐

怖.f',':' ,j：’』I:
':J, 1υ（il 1j：日 JJIJU1：過去！？午川に{Illり人Jl. !:'iii'ν〉

',Ii］（「，かっこ1JサはWHf斗数日＇）｝il(i 
行1iifr) I '11 l ,lie of 1 l,c Philiいpin出 Devt:101川崎nl

。fCc川 111wrce and Industry, Bu 1t•au of I hいいen-

su8 and Statistics, Manila. ＇］、he l'hili1》pine

Statistical Survey of Households, null<'lin Seri制

No. 12, p. 2, Tal,le 2 

5）⑨ λ ．親戚・知人・隣人・ j\司入金i~ I；に行・
商店・穀物nH人・地 l二・金貸し業庁その他

B：行用組合・その1uiの政府険！？！・街業銀行
@ 1962～63年間；りf九一入額の；トlj（，， かっこ111fi}t 

付件数の割合
〔/1¥lfr) Pantum Thisyamondol, Virach Arromdee 

and :¥!illard F. L川 1日， Agrirn!turalCr.・dit in 

Thailand, Theo，うに Data, 1'olicy (Bangkok, 

Kasetsart University, 1965), p. 37.ただし A.

Rosenthal, Finance and Development in Thai-

land (New York, 1970）より再づi用。

が，現金貸付について，金・宝石などの1§.f店＇.に対
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してはI：＿＿；巧%～U｛＼%引っ，無担保 CLt, 18.%～ 

,l7;1'% （年〕のlHtJ子率μ［よる(il2）。以上は，

端にすぎないが， 両手I］了ー率力川、きわた，》ていると

とn1111:", ;p-c；む〉んご） " 

1:2J I·. 桁＜i子 t'i： し ~t荷山’j沖地内宥に..，v、て

!: i', ~> ft L走 行 け;J"v〕・I:{1 :1百貨L、主行ーと町υ）I: 

lγi士命ftL来1'iーと f..:.5）けて丹市するれ カ／レカル f.t,

什t-.n作業的イヤt'i:し主f1'-,1作在しなし、と述べてい

るハ 1、ι Lたが J Bて， f也cj:• 'i<f裕な J~主 Iそ〈農業余rt

し〕， tたl上，村山内人 Ci的業金貸し）が，おもに¢.

ff L t, 'i': んでし、行、

rJ.ドi：，①貸付状況，②貸付対象，③頂金，④

他Ulイト融機l~J との IVH系を·／； .，~.力／レに L ／.：が寸て述

べどJ ’l:-,J・る！ J-f, H ,_I）余貸L主l守につし、c

iし， ，ざのとおりである。

。） t¥ i・J iたおL令 lil!J:u)Jt（トノj、f'i人にたfす；c：）然

j'il f'( （／）’J.:ツ111;rfH1):;1{1秒1］である。実物貸付の期限

It ;J～（i }] JJ ぺ•：， .w·，；；：；に 1＇，品川不であ ~：，., I也：L/；‘；j 11 

1 ミ~t,ーとふj訪（W I.！山と ・'.ti:l~ (dfl.｛込仁と心。珍Uit'i

(.J'u ,J,必九 t'f｛、j利＇Ut:iooル t：＂一以下 ωきわめて少

制℃，［，， iJ' ｛山ノ以 l、住民U)d'i '/1( [I fr':Jでふり，期1/',J:J

1 11 ：川、：＇s が~；：.＇ ＇，，所 i人のfiH1t, t'J.i,f（への！肥料・

!;cどυ＞HI、y己り iこl1l-Jくも（／）でJ～り， J;'H( 

Lノ）ノ！二l十

ゐ。

C2i ri.H対象：氏iえであら F 農村では，貸T〔｝色

一i・尚人〉と｛汁手 (J}ミlりとの｜主！？系は伝統的に定ま

－・’  〆：， （、」、もJ0 

③預金業務：ほとんど預金業務は行なわれてい

なνCi4）。その児山として，カノレ力ルは！日来の伝

統的7::;:i二方法の忠＇ ,j'と， 公衆の金貸し（の信似の

欠如とを挙げている。預金の受入れがなされたと

してι，親戚・友人に限られている。 この場行，

不利定多数の人から預金を受け入れる本来の預金
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ヂィの割引・再割引・貸付等銀行とほぼ同様の業

務を行なうが，すでにHで検討したように，必ず

しも，商業銀行と機能が同様であるとはいえな

I'. j守金貸し業者と同肢に，①貸付状況，②貸

付汁魚、③預金，④他の（ff融業古との！渇係にわけ

-: ht／しよう。

⑪貸付状況：七着銀行業者以小ム泌を含む凶内

商業金融を中心f，二行な／》ており，通常知期（ :lカJJ)

金融であるィ，物的担保をとらず，信用貸か，または

／ンヂィをm保にして貸し付ける。貸手υ）資金封；

¥'. (Iii「ーの信用状態により貸付i¥J,U主β、｝とあらjLてL－ 

ノム。 1 ｛＇＼あたり貸出額i土川（）（）,t, l ：＇ーから 1万ルピ

」でふる（ムルタニの例）。

手ljf斗1については， ム／1,,ゲてのいiL /J＇わからな

し、が，ムノレグ二の場合｜ヅローカーJ1'i::使うので，

その手数料と，名目的寄付金（non山 al d1arily）を~

め，さらに，利子額をあらかじめ悲し引くので，

H目J1山借手 (localborrowじのとは主官I：＞～18%，小

｜守1工業部市の借手では20～＇..！6＇＼；に仁る：；， 1お。

じとl貸付対象：町の小商工業計が中心であり，農

民には貸し付けない。 Plfi/J1前人全illiじて村の商人

へ資金が融通されている。

③預金：土着銀行業者の67.1%は預金を受け入

れ，当座預金は預金業務の 30.9%を形成する，預

全ずの 39.5%は商人でありうそーの他親戚・知人で

んるという（／il3）。しかし士清銀行業誌の預金の受

入jl iJラ商業銀行の場合と呉（：る C ；とは理由は，

、1・11f.H川、と脅かれていて九／トl;IJfc/J>f長IJ/] '1される

わけではえにくい 14らまた，季節i(t(JIs.・ ・I時期に受け

入れる場台が多レからであるω しかも， 主liJ成・矢｜｜

人からの預金が大きし、ことからも，本来の頂金の

性格と異なる。土着金貸し業者と同様に，預金の

E味，，~＇：／；は，近代的な金融機関ど .＇JU.,:""o 
（主J／山什金融機関とのIll／不 I~ {i il~ i l t ri・ v > J訪jj'.

78 

おもに自己資金によって営業を行な，3ているが，

銀行へ預金勘定をもっており，また， 資金がi逼迫

する｜燃，銀行から借入れを行なう（ブンディの割引

によら）。ただし，フンディの"flj.',f;:1］引がl存i業銀行で、

な占れるにijづ（1）土着銀行業官と宅（2）上着銀行業

百iこ＇／ :/ 'i" ｛を割引いてもらう融宗との，，i.jjjが商

足掛fj'U) !K1tgリストに載－）てヤる必！l延/J:；（，’べ3とい

うきわめて制限されたものである。士：省銀行業者

にソシディ 山川宗iJ,; Iさと恒常的に行なリている銀行

i主人γイトパンクu,15〕のほかに，主著書商業銀行，

q1小i存＇I；主主HJ!1~ 存在しているリ

灯、！：‘ トi"i銀行業者の営業1Jf,Nに》L、、 Chたυ

I: 」1はH1全部i上各々銀行カーストとPf(lれるカー

ストi. J,・J!，しており｛例外もあるが）1, i] ぷiけIカースト

に賊してし、る土者銀行業者は各々，組合を結成し

て的印jしている。代表的な土着銀行業者は，第 2

1ぎ：10＞とおりであるの各土着銀行業者について，お

もに ＇／Jルカルに基づきながら，以下紹介すること

) - l.苧 -,,-

" サく沿 o

%: 2図 h＼銀｛iJK，お

銀行業と他の染務と （／） Al';悩銀行業叫業

ムノレタニ（ま
たはムノレタニ

シュロップ）
(Multanis, 
Multani 
Shroffs) 
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l: i"i{t｝！行莱行は， 古いイ云統・！！た！色をι，）余融業

ti一仁ふり， ;f;l{hカーストとu子tJ). LてレゐU 1＇／ァイ

シャ（＼＇i!isliya）に属よる銀行 ／Jーストであるが，

特殊なものとしてヅヲーγ ン（Brahmana）に属する

もの（後述のカリダイクリチー・プラーすン： Kallidai-

kurichy Brahmins）もある。なお，シュロップとい

うおは， －！； ースト名を起源とする ιのぞはなく，

fι 公示Illl.1':11iの五：抜から派生Lたものどと L、う υ
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ム，， ＇！ ニを除きほと λと商業などの兼業を営んで

い＜，ことは共通してし、；ユ

11）ムルタ二（またはムPレヅー二〆ーl ,, ／フ）

ジャ fンによれば， 1920年代に，土着銀行業者

のlj』でも有力な方ではなかったが， クリシュナン

によれば，他の土着銀行業者がインド帝同銀行

(rmpcrial Bank of I町lia・Jflねヘ／〉 λア、 トバンク）かi:,

ゴィの同割引を’三ける同・＇－ ＿，、ンクレイト（'l'ii

l 1ヰiH1l・荷業銀行が政Ji'.L,,i；歩合jll保にU:l illす刻－（－ネ）

じり三～：3%高く押iJiJl IJ川lL ζ，eけにはし， ムノレターL

1：務銀行業者。のj品合ltパンクレイトー刊；1J,JIかれた

という（パ16＼，したが，Jてムノレタニが銀行業専業の

ためだあるか， 他び）土着銀行業者・に比して優遇さ

れていたことは確かである。かれらは銀行力ース

＼で／，.る。 かれr，のイ玉Fι：士弓l{1：、 ,j"、ンJベイである

汁 fドヲス．ゴ fシパ卜：F」一 yし．ノミンガ υ一／レ

• '1 ｝レ力ッタなどあん；）｝るH!,,liC）＼業している。

紙/ii;/IJ態は合同家族主主’点（Join.lIλmily tirm）でi土

なく，パートナーレ／、ソツ。（pertnershipconcerns）経

常であり，他日）土着銀行業者に比べ，その経営形

態は今日最も進んでいる。その数は全インドで

九日（） ' , 17），ボンベイでは l：＇，らと ある i18）。ムルケニー

は！長f(には貸し付けずラその幡市：1307；入と推定

主れている位19）。 「ブ日 －；＇J-Jを通じて，借手

に l件あたり，最小限ど500ルビー丘、ら最大 1万ル

ピーをこえない額を貸し出し， また預金を受け入

れ，貸出利率は101X，～26%，預金利率は 6%～7うら

であるし＇ 211¥ ムルゲニと！説得の｛tll介fとすゐ｜ゾ ιI

- !J --J数 ll 2!JO、ムルり h''. l : i' { 0:_ ',Iii］り，；I 

；）心 1¥'fi業銀h数は 4～J/r ,: ,v ,-~, ,mυ か~ l, r・_, ,1 i 

可ll:, i土， シカノレプリ・ム，， ・＇！ ニ・シュロップ・ア

ソシヱーション（Shik訂 puri.¥lultan円 ShroffsAsso-

ciation）である。

(2）チェッティアとプラーマンパンカー

研究ノートー－ - -

r-t ツティアは厳密にいえば， ナットゥコッタ

f • -r-仁ヴプィア（NattukollaiClwHiarのであり，

』＇i,-fンーγに属する銀行カーストである。ブラー

γ ンパンカーは厳密には， カリグイクリチー・ブ

ラーマンである。ブラーマンパンカーはマドラス

州を中心に営業しているのに対し， チェッティア

' tマ F＇ラス掛けを中心として， 戦l1fJはセイ ＼1ン， ピ

le--,,, 〆> -Jj'ポール， ク ｛， スマトヲ，レヤげで

,,q'{t' L -c ＇・、えが， 各国の政治.,f,手法的今！？の変化に

上りそし＇） I在要な役割jを失L、， {>Iご［［］！）＇］亡も，ム

ルタ二のI付卜‘につれて減少を統けているという

(!1 22) 

(3) グジャラテ fシュロッブとマルワリ（什23)

マルソリはヴァイシャに胤する商人・高利貸で

,h ／：，け吟l{J：，銀行業者としてω本拠は，ボンベイ

におかれているが， インドq1央；郎、または北西部i

-cF1；業 LC, 、る。穀物と採託11用種子Is.どの取引の

企献金 L Cいる。かれらのMl企は －1A r; IJ・チ4

インパー・オブ・コマース（MarwariChamber of 

Commerce）あるいは， ウエスタン・インディア・

チヰインパー・オブ・コマース（WesternIndia 

('Ji;unlier of Commerce）であるο

グジャラティ・シュロップは，その数約：，ooと

いわれ， かれらはボンべイ．レ／ユ口ツブ．アソシ

官：一シ clニノ（Born！》ayShroff Assりciati《》1

てし、る。この組合員の 5%のみが，銀行業を営み，

他は， 綿・貴金属の取次店と兼ねて銀行業を営ん

でし、るが，銀行業は副次的な業務にすぎなし、υ 能

付形態u，；ートナーシッ－／＇経’ ？：であるり 本拠lよぶ

、1ビ心＇ IJ ' 2f>力1'f<I）奥iむの！！九人ど市政な関係

6：もム， インド中・北西部c営業し －cJ; i)' アフ

リ力諸凶むも活動している。

J2J J：の土着銀行業者は各地で土着金融市場（バザ

ール・ γ ーケット）さと形成して.:1'3り， 二火山1誌はや
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？にみた上う l士、 きかめて厳し い。 その王！日出ft,

フンデ、イが商取引に上り版り出されたtのか， あ

るいは単なる借入れをするために振り HJされたも

｛〉カ＝， あるいは融通手形か民地ljがつきにくし、かム

だある。 1た、 おもにノj、商工定者が絞り UJ-4,1）で

あるつ、らIi＼用I立もが叶、。 Lカ， L, Fン r1 rt :iH行

の胤容にt.:れt,:vリj、商工業者ぴ｝資イD:融通／）引立で

あり， その果たす役；＇；： 1］は特例できないυ インドに

l土， ニのブンティの；1；リリIT¥1Wj （バザーJl,－ ・マーケッ

ト： I丸山胡： Marlくet),., , I ：王 ！）• にい， J二形＇Ji:lj引T↑JJ品ーは

1子千l；してL、なにl 二：Jti立‘ 舵 i荷？；銀f{'v〕一「！［主主1]

I !I客Ii（こめ，pにはブ乙 JィjJ再’",ti1J,JI額f》i守空A：て1ぜ、／，o) 

が， j資金三位行00077’レピー以｜土 i,っ卜位20fiで

5~tti さ jLていることからも llfjらかであるい 2）。

シュロッノ会tt~，土ノン戸 f を JI]',lf!J,J I.＠格資産

としし認d、ξ打、う二i二似しい、，ム if< R. l:L I. Li受

:J入JLて＇・ ！な L 二 t) J'!il ill i土？ -,J--,' l二j,J、く C'-: t.こ

上うに， ／ン’ J{ <)) f,c'¥ /fl j支が低いこ Lと IノT 

1 3' t浸う＋首長！Hi業1tt'I体の｛＂；＼車員／＇どが｛氏し、（資本最

,nm純，監管不可能な前jjl（巳性等）カミf，であるυ ブン

了、イがfff/;:iJ,JIi踊格資産として 1認めr，れるためには

ノン ,・ 1 -' ,f ,¥/11をは誕，i；.：，むし..) !J.の措置が必要

ととJLるごあノ1う。 カルヲルi工ブ J ヂ｛業務（1）免

i汗プ，， - !; - -.lice＞附《11刊 ker）制度を；；受けと》なら

ば，フンディを流動資産として認めることができ，

R. B. I.で再対ヲ｜することが可能となりう しfこが

って小規憾の指定銀行もフンディ業務により利益

また，形:n 
Ll を宇y？うこ＇： ,1:: fよろうと五Jごて」る i

［℃1, －禄 lこなL、現{J:けに子 fをl＼＇：準化す〉：と

:s.ぞ J；，， 丁、 i/ l技ll!'i'(J/;i ifliも，：＇｛誇～－ 1t ；＿：，必要μ岩〉

る三どは上〈し、わJしてし、る。 7ン子ィの信用をう金

化する措置が必要であるにしても， 現在， 土者金

融機闘と組織的金融機関とを媒介しているブンチ

イド、組織的j：融r1j J話へ｜て肴j三融快晴r，：： 包主EFる

研究ノート

子掛り iこたみことは確かである。 ムノレタ二士若銀

行業者は現在，子形（アンデ （） 特！！づi業者として訴事j

') 

“ 
プンジャピ（C.Punjabi）によれば，しており，

億；3000万yレピーのフンディの再制引を銀行から得

ていらとし、う心的。 ミの数字は， ムノレタ斗土着銀

f－「業riとi]'fj業鉱itと山密絞な関係を示している。

’ン〆ィヵ：1号令iJiJ I適格資！ぞと Lて認められれば，

銀行によるフンデ fの割引を促進するとと）唇，

となろろ。

他の土着銀行業者につU、ても， ブンディの再割

') Iはず（金山融通を受けるj泣良の手段であり， ブン

! { （ノ）信Ill強化を通仁て正着，iHHi業百ーと組織的金

融市鳴との開校：を， A層， 密接に4ることはfiJ能

であろり。 ブンヂィに対する商業銀行の再割引額

限度の変質1などを通じて，

＆ぼすことは可能であり，

土着銀行業者に影響を

フンディが再割引適格

'1＼産として認め「〉れjLLf土着銀行業者と組織的金

城市J坊と内閣｛系の繋？を化を一回促進することがで

ぎる左思われる、 フLデ fが上着銀行業苦を組織

的金融市場の枠内へ誘致する一方法であること

l士、十分、 検討に値することであろう。ただし，

JIJ＇湖＇.！I適格資産とし亡の条件を満たすようフンデ

fの改善をもち！邑さjLねばならなし、ことはいうま

でも／cい。

つぎに，土着銀行業者の商業（株式）銀行への

転換の可能性について考察しよう。

R. B. I.は5万ノレピー以上の払込資本金をもっ

ものは商業銀行と同）の資格を与えて， 政府証券

rn保での貸付，

を与えている。

送金業務，手形再割引などの便宜

土着銀行業者山中iこは， l［（接 R.

B. I. か~）の手形再割引を受付るものもあり（1-1 5)' 

商業銀行へ転換しているものもある。 R.B. I.は

1937年以来，兼業の分離・廃棄，財務諸ー表の提出，

辻＋IIH20刀／レピーの運転資本（適当な期間内に， 50
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第6褒 i留利率での取引の多b引いと銀行支店数との関係

州、l 名 l(1) I (2) I (::) i (t) 

仏dhyaPra<lf田 h I 53.9 I 8/,,J 7千人（ 8/.'r 

Uttar Pradesh I 49.3 i 5 I 128 I 12 
Bih九r I 42. 6 I 12 I 196 ! 15 

Assam ] 41.1 J 14 j 134 I 13 
Oriss,i ; 40.3 I 13 I 194 I 14 
W. Bengal : 25.0 I 9 I 1伺 I11 

（出所） R. B. I., Report of the All India Rural 

（了間dit Re・view Committee (Bombay, 1969), p. 
121 

(1) 18%＇をこえる利千率での平均｛昔入額の持 I］／守

('.;) 商業銀行と協同組合銀行の支店数料のtいら

からの順位
(:¥) 商業銀行ど協同組介銀行の支店あたり平均人

(j) 川の平均人11のFレl_(＼，、方かムの）ii貸付ム
キ i?.15ト！｛び〉うれ

判 1962年末の指定銀行と 1962年吋月末の協lr•Jir,ll
｛，＇銀行土 cf）支店数

ぴヲ役斜！？を果たすj直司、作11：している
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hlレ1グーまで増加したければならなしつを釘ずるこ r

株式銀行へ転換ナるよウ

/OJ告してきたが， J:着銀行業高〈ム ll.タ二件除く）

京業の分離・廃棄という条件を拒否してき

この土着銀行業者の態度は，

などの条件を満たして，

，
 

t
 

i
 

実質的に銀行へ

i：着，f:l,l

た。

；上転換しな、、とu、うことをご意味してャる内

行業'"tti土ムルタニt着銀行業ちを除雪， {i,J t，かの

むしろ，多くの場合，商業な

かjI L' > C' J li'f得 l')

〆ーザ）i¥'!i 

兼業を営んでおり，

Iに従事して得た所得。）:1うか，

銀行常は，Ip，心とも考えらオ！るのであり，

取引との関連で営む補完的な業務にすぎなレから

σあろうの

第三次大戦前， ゾャ fンは上着童frHi）整担/J：協I,,]

ヴ I）ιすLて銀行を設立すること全主張したが，

同胞を信じない「ンドの風i：，銀行の長十ンは，

縞織（l':1<it融機つぎに鮪j手に士誇金貸し業ri・と，
録・世貨に裂する後用がかからこと／J1::・ c' ,fl里山か

古Jj/!1第4夫か［》 1,士干7IV.・lとジ〉｜掴係に触hCJ5く，
それにひ、きかえ株式銀行はコストがかかり，

，
 

〉
〉
J

if叫lj金貸し業者の役割はきわめて大きい。 7主た，
株式銀行の特権は少ないから株式銀行への転換は

千三容もみたとおりであるのい丸第 GJ之を丸ると，
+:,t'd長行“；：円’（I)je[ 

Cート十一シヴヅ料

」リソトが少なし、と批判Lたt

’台形filil：ま，作同家政経学？か，

営であり，株式経常に転換するには，！ストト二見f;-
？干支店

I白河1JT

商業娘jtと！弘同航行銀行円支店数がちく，

あたりの平均人口が小であればある If.J::', 

2~," Lたが〉亡少hくども協同組合銀行・商業銀

行が一層農村に進出し，支店数を増やすならば，

士者会貸し業者の1tll111と高利率を打破する条件は

とぎるといえよう川

C/1: 1 ) G幽 Karkal,p. 67 l：上る何

C' 2) 1964司： 95%, 196:'ii[: 95＇＼，，山｛（！ i_J〕年六

九it,¥ /, 1：＂’ft IL I. Cい心い。 R B. I., Statistical T＜ト

hfrs Rdati IIJミ In Hanh in India for ti,,・ y，.＂γ 

7.9,抗号、 1.966. 

(11.3) C. K‘arkal, p. 124. 

(ii4) /・/:I (;_ Karkal, p.711・ 上心。

（δ5〕 R～10 ，／）プf・.l，銀行・＇tιが R.B. I. ,'. 1t'1. F 

！羽／7そも t,,i:'fJ業（株式）然行と 1,,1 ・,Jlff栴を／！fてい乙，

( ;_ Karkal, p. 103. 

ろだけつ規！~＇ （資本・人l't)を備えろ必要！｝，,h I) , 

川時に旧来引伝抗的な’）：t業方出かr,11見皮！“お必攻

小－~くな e pてL、るとど /J>J，／）、i.t{ ・(_' Iハ借入額が，

土着銀行業者は保守的It性格と

近代的な悦業方訟を伝り入J.L

があるが， j温例，

して勾lられ、おり，

る可能性は F払まりはい土ろでふる。

以｝て土着銀行業者の近代的な株式銀行／＇ (I）転換

の可能性l乙 ~） し、て検討してきた。 兼二ミの＇JJI犬・｛恥

Lヵ、

守的t(性格から株式銀rr，、転換するけj有包れtL, 

着銀行業者の中にあるとは考えられないけ

し，零細商工業者への安定的な資金供給をねなL， 

，（：＇.、

」

1ンr( 

を通じて組織的金融機関と適切な関係、を保t,,
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産業ぴ）発展に資する土着銀行業者σJ近代fヒit, 

ずしも株式銀行形態をとる必要はなく，
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V 結び

以 Lu）汚療の結果，（1）農村における士着金融機

関の地位は依然、大きい。（2）土着f金融機関は高利子

率でソト口の資金需要者に貸し付けるつ（3）土着金貸

し業者・ -1:着銀行業者ともに一部の業者を除き，

Mらかの兼業を営んでいる。（4）土着銀行業者と組

織的金融機関とはフンディを媒介にして関係をも

っている。 組織的金融市場への土幸子銀行ー業者・の包

HそのいJ能性l土ソンディに依作しており， H.B. J. 

内内.;i,:1J ,JI i歯格資産としてアンァJ fが認められれ

ば，その1,f能性は，一層強まる。（5）上者銀行業者

υ1.i.Ji:代的株式銀行への転換は， その金融的機能，

兼業，経世f形態，取吸う資金需要。）性格などかム，

現実性はなく，零細な資金需要に適切に応ずる金

融機関として別な方向での近代化が必要なこと，
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